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専門家や現場従事者から、社会や実践で必要な知識やスキルを社会人と共に学ぶ！ 

 

専門家や現場従事者と会場を交えたトークセッションやワーク ／ 全 5 回 

●対象・受講料 

一般申込者（社会人・大学生） 3,000 円/科目 ※1 回のみ受講可。年間申込者優先。 

実践講座受講生（大学生） 5,500 円/年（基礎講座＋実践講座の料金） 

 

●学ぶこと 

社会人として必要なスキルや知識、または実践講座の活動に必要なスキルや知識を各分野のプロフェッショ

ナルから学ぶ。 

●概要 

「実践講座」の活動に必要なスキルを習得するスキル編と、活動する上で知っておくべき知識を学ぶ知識編

で構成する。 

社会人と大学生が一緒に社会で起こる問題の実情を学び、“これから”について考える。 

 

講座内容 

 

第 1 回 10/13（日）13:00-15:00 場所：白鹿記念酒造博物館・記念館 

【知識編】 

地場産業～西宮のまちと酒造業のかかわり～ 

 

西宮では産業や観光といった様々な機会で酒造業・日本酒が取り上げられることが多い。西宮で酒造業・日本酒に関わる

活動をする上で、西宮のまちと酒造業との関わりをきちんと知っておく必要があります。そこで、350 年以上西宮の地

で酒造業を営み、西宮のまちに深く関わる蔵元の当主から、白鹿記念酒造博物館・記念館を舞台にして、西宮のまちと酒

造業の関わりについて学びます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

辰馬 健仁 氏 
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第 2 回 10/17（木）19:00-21:00 場所：西宮市市民交流センター 

【スキル編】 

プロモーション～まちづくりとプロモーション～ 

 

なぜ今、“地域創生”“地方創生”と言われているのでしょうか？兵庫県、日本はどういう課題に直面していて、まちづくりに

どう取り組んでいけばよいのでしょうか？民間企業・政治・行政の側面からまちの活性化・プロモーション事業に携わっ

た経験を持ち、「おしい!広島県」や「もうひとつの京都」といった観光キャンペーンを企画した専門家から、まちづくり

におけるプロモーションの大切さとその手法を、実例を交えて学びます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 回 11/2（土）13:30-16:30 場所：西宮市市民交流センター 

【スキル編】 

ファシリテーション～実りある会議のためのファシリテーション～ 

 

ファシリテーションという言葉が一般的に使われるようになった昨今、話し合いを円滑に進めるための傾聴や出された

意見を見える化するグラフィックといった様々な技術を教わる機会も増えています。しかし、実際にファシリテーショ

ンを仕事の場で使っている人はまだまだ少ない。そこで、ファシリテーションを日本に普及させ、今もファシリテーシ

ョンを生かして仕事を行う専門家から、現場で使えるファシリテーションの技術を学びます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樫野 孝人 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

加藤 彰 氏 
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第 4 回 11/9（土）15:00-17:00 場所：西宮市市民交流センター 

【知識編】 

まちづくり～西宮のまちの変遷と阪急電車との関わり～ 

 

鉄道がまちの礎を造ったと言っても過言ではない阪神間。阪急電車の創業者である小林一三がめざしたまちづくりとは

いったいどんなものだったのでしょうか。もしかしたらみなさんが通っている大学は阪急電車の沿線開発と密接に関係

しているかもしれません。そんな歴史を紐解きながら、阪急電車とまちの発展の関わりをお話ししていただけます。ま

た、これからのまちづくりの方向性を考える上でのヒントが隠されているかもしれません。歴史から学ぶことの大切さ

を感じてください。街を見る視点が増えるかもしれません。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 回 11/16（土）15:00-17:00 場所：西宮市市民交流センター 

【知識編】 

商店街～まちの変遷と商店街の関わり～ 

生活環境の変化や経済発展に伴う流通の変化と共に、私たちを取り巻く小売店の形態も大きく変化してきました。そう

した中、商店街の活性化に取り組む事例が全国で見られますが、今の若い世代は、生まれた時から今とさほど変わらぬ

状況であったため、どのようにして小売店の形態が変わってきたのか、なぜ商店街で活性化の取り組みが行われている

のかを知る由もありません。そこで、50 年以上にわたり商業や流通に携わり、理論と現実との橋渡し役ができる希少な

専門家から、時代の移り変わりに伴う商店街の変化と商店街に求められる機能について学びます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙海 義之 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

石原 武政 氏 
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企業や行政、地域、商店街との協働プロジェクトを通じて、社会で必要な知識やスキル・

仕事のノウハウを学ぶ！ 

 

企業、行政、商店街、地域と協働した実践型プロジェクト活動 ／ 月 2 回+α 

●対象・受講料 

主に阪神地域の大学生・短期大学生 

5,500 円/年 ※基礎講座＋実践講座の料金。両方受講必須。 

●実施期間 

令和元年 10 月～令和 2 年 3 月 

●学ぶこと 

・企業や行政、地域、商店街との協働プロジェクトを行う中で、社会人から仕事のノウハウや知識、スキル

を身に付ける。 

・異なる大学・専攻の学生と企画から実施までをチームとして活動する中で、社会人として必要なチカラを

身に付ける。 

［チームビルディング／ファシリテーション力／コミュニケーション力／企画実行力／プレゼンテーション

力］ 

●概要 

受講学生は 4 つのコースのいずれかに所属し、各プロジェクトの協働先から出される課題について、その都

度必要なアドバイスを受けながら、異なる大学・専攻の学生と一緒に企画から実施までを行う。ミーティン

グやチーム活動等のプロジェクト全体の進め方は、コーディネーターがフォローアップする。 

●講座 

①商店街プロジェクトコース （連携団体：西宮中央商店街振興組合） 

②日本酒プロモーションコース （連携団体：辰馬本家酒造株式会社「白鹿」） 

③まちづくりプロジェクトコース （連携団体：大庄地区子ども会連絡協議会） 

④イベントプロデュースコース （連携団体：兵庫県阪神南県民センター） 
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①商店街プロジェクトコース 阪神まち大学 × 西宮中央商店街振興組合 

●ミッション 

つながりを強化する商店街プロジェクト 

～商店主・商店同士のつながり・連携を強化する企画を実施せよ～ 

 

●活動概要 

西宮中央商店街との協働プロジェクト 

■提供されたテーマ・課題 

・商店街と連携して商店街事業「十日えびす」に関わるなかで、西宮中央商店街を知る。 

・商店街のお店、店主同士のつながり、連携を強化することを目的とした企画を立案し、実施する。 

 

■活動内容（学生が担った部分） 

商店街の現状について、より多くの人たちに関心をもってもらうための機会を創出するとともに、地域の人

たちと西宮商店街の結びつきを強めるために、「西宮を彩る！僕たち、私たちの西宮アートコンテスト」を企

画した。 

コンテストは、小学生以下を対象とした「ジュニア部門」と、中学生以上を対象とした「一般部門」に分か

れ、幅広い世代が参加できるようにした。また一次選考通過作品は商店街の電柱に掲示され、来街者の投票

により入賞作品が選ばれることとした。これにより、アートコンテストを契機としてより多くの人が商店街

を訪れる機会を創出することを企図した。 

また、商店街の関係者と一緒に、西宮市の一大イベントである十日えびすに参加することで、商店街の活動

の一端を担うとともに、アートコンテストのＰＲも行った。現在、インターネットやチラシ、西宮市の市政

ニュースを通じた広報を行い、アートコンテストの作品の募集を行っているところである。 

 

11 月 西宮中央商店街を知る 

11-12 月 「十日えびす」における商店街ＰＲのための企画を立案 

1 月 「十日えびす」に参加 

1-2 月 「西宮を彩る！僕たち、私たちの西宮アートコンテスト」の立案、ＰＲ、作品の

募集開始 

3 月 「アートコンテスト」募集〆切 

4 月 1 日（水） 一次選考 

4 月 応募作品を商店街に飾る 

5 月 23 日 音楽とアートフェスティバル（予定） 
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●ミーティング 

日にち 時間 内容 

11 月 5 日（火） 21:30-22:30 商店街と打ち合わせ 

11 月 9 日（土） 17:30-19:30   

11 月 16 日（土） 11:00-13:00   

11 月 17 日（日） 14:00-16:00 Web 会議 

11 月 18 日（月） 21:20-22:20 商店街と打ち合わせ 

11 月 30 日（土） 19:00-21:00 
 

12 月 4 日（水） 16:00-18:00 商店街と打ち合わせ 

12 月 8 日（日） 9:00-18:15 阪神つながり交流祭  

1 月 9 日（木） 11:00-21:00 十日えびすでＰＲ 

1 月 10 日（金） 11:00-21:00 十日えびすでＰＲ 

1 月 11 日（土） 11:00-21:00 十日えびすでＰＲ 

1 月 22 日（水） 15:00-17:00 商店街と打ち合わせ 

2 月 4 日（火） 14:30-16:30 関西電力と打ち合わせ 

2 月 12 日（水） 14:00-16:00 商店街と打ち合わせ 

※このほか SNS を活用したテレビ会議等を適宜行い、事業実施に向けた話し合いを進めた。 

 

●活動の様子 

≫商店街との打ち合わせ 
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≫十日えびす 

   

 

   

 

≫アートコンテストのチラシ 
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②日本酒日本酒プロモーションコース  阪神まち大学 × 辰馬本家酒造株式会社 

●ミッション 

海外を視野に入れた日本酒プロモーション 

～留学生を対象とした新たな日本酒ユーザー獲得のための企画を実施せよ～ 

 

●活動概要 

辰馬本家酒造株式会社との協働プロジェクト 

■提供されたテーマ・課題 

・白鹿の様々な施設をフィールドに、インバウンドを見据えて留学生を対象としたプロモーション企画を実

施する。 

・日本特有の地場産業である日本酒造りに参加し、日本酒文化を体験する。 

 

■活動内容（学生が担った部分） 

留学生を対象に、白鹿ブランドや白鹿の商品、ひいては日本酒の文化を知ってもらうことを目的として、博

物館等を見学してもらうとともに、白鹿のプロモーション施策についてのプレゼンテーションを行ってもら

うイベントを企画していた。 

具体的には、4～5 月を目途に、日本酒に関心を持つ留学生および日本人学生に対して、白鹿記念酒造博物館

（記念館・博物館）の見学会を実施。その後、インバウンド等を対象に白鹿ブランドをプロモーションする

方法について考えてもらい、最終的に白鹿の社員の前で、その方法をプレゼンテーションする、等が計画さ

れていた。しかし、新型コロナウイルスの感染拡大の防止のため、イベントの開催が困難となり、実施は見

送られることとなった。 

 

11 月 白鹿、酒造りについての基礎知識の勉強 

12-1 月 学生ならではの企画を提案、全体スケジュールの作成、広報計画の企画 

1-3 月 実施に向けての準備 

3 月 新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、イベントの実施見送り 

 

●ミーティング 

日にち 時間 内容 

11 月 16 日（土） 13:00-15:00   

11 月 21 日（木） 9:30-10:30   

11 月 26 日（火） 19:30-21:30  

11 月 30 日（土） 17:00-19:00   

12 月 8 日（日） 9:00-18:15 阪神つながり交流祭  

12 月 19 日（木） 19:30-21:30   

12 月 26 日（木） 14:00-16:00   

2 月 3 日（月） 19:00-21:00   
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※このほか SNS を活用したテレビ会議等を適宜行い、事業実施に向けた話し合いを進めた。 

 

●活動の様子 

≫会社訪問 
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③まちづくりプロジェクトコース  阪神まち大学 × 大庄地区子ども会連絡協議会 

●ミッション 

地域コミュニティの担い手づくりプロジェクト 

～子どもを対象とした地域コミュニティの担い手をつくる企画を実施せよ～ 

 

●活動概要 

大庄地区子ども会連絡協議会との協働プロジェクト 

■提供されたテーマ・課題 

・子ども会の行事に関わり、既存の行事の内容や子どもの様子を知る。 

・12 月に開催されるクリスマス会で、地域コミュニティのたいせつさを実感してもらえるプログラムを企

画・実施する。 

 

■活動内容（学生が担った部分） 

12 月開催のクリスマス会では、連絡協議会の役員の方の意見を参考に、学生が主体となって子どもが楽しめ

るイベント内容を企画した。イベント当日は、準備の段取りや全体進行を担い、子どもたちが楽しく遊べる

機会を作ることで、地域コミュニティに親しみをもってもらえる機会とした。 

また、大学生よるパワーポイントを利用したプレゼンやクリスマス会での利用（○×クイズ）等は、これま

でそうした方法を活用してこなかった地域の人たちにとって極めて有益かつ魅力的なものとなり、大学生な

らではの強みが、地域コミュニティ内に新たな風を吹き込むことになったと言える。 

 

10 月 大庄地区の現状を知る 

11-12 月 クリスマス会の企画・準備、チラシの作成・配布 

12/7（土） クリスマス会の開催 

 

●活動結果 

12 月 7 日（土）9 時 30 分～12 時 

大庄北生涯プラザ 3F ホール  

地域交流クリスマス会  

参加児童数：66 人   

 

●ミーティング 

日にち 時間 内容 

10 月 19 日（土） 19:00-21:00 子ども会と打ち合わせ 

10 月 21 日（月） 19:00-21:00   

10 月 26 日（土） 17:00-19:00   
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11 月 3 日（日） 9:00-11:00   

11 月 7 日（木） 19:00-21:00   

11 月 9 日（土） 18:00-21:00 子ども会と打ち合わせ 

11 月 17 日（日） 9:00-11:00   

11 月 24 日（日） 9:00-11:00   

11 月 26 日（火） 19:00-21:00   

12 月 6 日（金） 19:00-21:00 クリスマス会準備 

12 月 7 日（土） 9:00-13:00 クリスマス会 

12 月 8 日（日） 9:00-18:15 阪神つながり交流祭  

2 月 6 日（木） 17:00-19:00  

2 月 13 日（木） 17:00-19:00  

※このほか SNS を活用したテレビ会議等を適宜行い、事業実施に向けた話し合いを進めた。 

 

●ミーティングの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●クリスマス会の様子 
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                        ●クリスマス会のチラシ 
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④イベントプロデュースコース 阪神まち大学 × 兵庫県阪神南県民センター 

●ミッション 

「阪神つながり交流祭」のプロデュース 

～兵庫県主催の大学生×地域連携を促進するイベントを企画・実施せよ～ 

 

●活動概要 

■提供されたテーマ・課題 

・行政事業の進め方やイベント運営の方法を知る。 

・兵庫県が主催する「第 10 回阪神つながり交流祭」を企画・実施する。 

 

■活動内容（学生が担った部分） 

12 月 8 日（日）に、兵庫県阪神南県民センターが主催する「阪神つながり交流祭 2019in 関西学院大学」の

企画運営を行った。県の事業として行うため、阪神南県民センターの職員の方からのアドバイスやレクチャ

ーを交えながら活動を進めた。今年は“知ってた？！地域のこんな魅力！ーNO COMMUNITY, NO LIFEー”

をテーマに、参加者全員が意見交流しやすいイベントを目指し各プログラムの内容を企画した。 

「大学生による地域連携活動報告」では、大学生と連携先の方から連携した良さや課題を主に発表してもら

った。また、参加者と発表者の意見交換をしやすくするために「大学生による地域連携活動報告」の間に「リ

フレクション」の時間を設け、報告を聞いた感想や意見についてグループ同士で共有し、その内容を「リフ

レクションボード」に貼ってもらうことで、積極的な交流を促す工夫をした。「ディスカッション」では、「大

学生と地域の連携、大学生と企業の連携」というテーマを設け、参加者と大学生や連携先の方がグループで

ディスカッションできるようにし、大学生と地域、あるいは大学生と企業との連携の有用性を考えてもらえ

るように努めた。 

参加者同士のコミュニケーションを促し、「大学生と地域、あるいは大学生と企業との連携」について考えて

もらうための方法について、ミーティングで試行錯誤を重ねた。イベント運営のノウハウについては、事業

コーディネーターである NPO 法人コミュニティ事業支援ネットがレクチャーし、学生が主体的に事前準備か

らチラシ作成、広報、出演者調整、会場設営、当日運営まで、「阪神つながり交流祭」の全体運営を行った。 

 

10-11 月 大学生と地域、あるいは大学生と企業が連携することの有用性を見いだせるよう

に自分たち独自の目標を設定 

          全体のスケジュール作成、企画概要作成、チラシと配布計画作成 

阪神南県民センターの職員の方と企画内容について協議 

11-12 月 広報開始・「ディスカッション」の企画 

12/8（日） 「阪神つながり交流祭 2019in 関西学院大学」開催 

1-2 月 振り返り、事業報告書のまとめ 
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●活動結果 

「阪神つながり交流祭 2019in 関西学院大学」の企画運営を実施 

開催日時：12 月 8 日（日）13:00-18:15 

開催場所：関西学院大学 西宮上ヶ原キャンパス 

参加者 ：105 名 （出演関係者 77 名、一般参加者 28 名） 

 

●ミーティング 

日にち 時間 内容 

10 月 30 日（水） 19:00-21:00   

10 月 31 日（木） 19:00-21:00   

11 月 9 日（土） 12:30-14:30   

11 月 13 日（水） 18:00-20:00 
 

11 月 16 日（土） 17:00-19:00  

11 月 20 日（水） 19:00-21:00   

11 月 23 日（土） 14:00-16:00  

11 月 27 日（水） 19:00-21:00   

11 月 29 日（金） 19:00-21:00   

12 月 5 日（木） 19:00-21:00  

12 月 7 日（土） 14:00-21:00 前日準備 

12 月 8 日（日） 9:00-18:15 阪神つながり交流祭  

1 月 9 日（木） 19:00-21:00 
 

2 月 12 日（水） 17:00-19:00  

2 月 25 日（火） 13:00-15:00   

※このほか SNS を活用したテレビ会議等を適宜行い、事業実施に向けた話し合いを進めた。 

 

●ミーティングの様子                 ●つながり交流祭のチラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



15 

●阪神つながり交流祭  

準備設営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学生による地域連携活動報告 
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ディスカッション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉会式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流会 

 

 

 

 

 

 

 

 


